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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

    

本研究は，船体横断面の縦曲げ逐次崩壊挙動の代表的な計算法である Smith の方法を改良して座

礁・衝突などによって損傷した船体の縦曲げ最終強度計算手法を構築するとともに，本計算手法を

用いた解析，ならびに動的陽解法による弾塑性 FE 解析などを行い，損傷による縦曲げ最終強度の

低下割合や，初期不整や横荷重が最終強度に及ぼす影響などを明らかにしており，船体構造設計な

らびに船舶構造工学に関して重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める．  


